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日

あ
ら
た
ま
の
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
つ
本
来
の
社
会
活
動
に
向
け
て
、

そ
の
後
予
定
さ
れ
た
二
重
国
体
を

一
ま
す
。

年
立
ち
か
へ
る
あ
し
た
よ
り

　

一
回
復
の
歩
を
加
速
さ
せ
る
年
で
あ

待
た
る
る
も
の
は
鶯
の
声

一
る
こ
と
を
心
よ
り
願
う
も
の
で
す
。
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秋

の

安

全

登

山

と

自

然

保

護

啓

発

活

動

常
任
理
事

（指
導
委
員
）

一局

木

Ｈ
月
６
日
、
二
重
岳
連
が
主
催

す
る
安
全
登
山
の
啓
発
活
動
に
参

加
し
ま
し
た
。
愛
知
岳
連
か
ら
の

参
加
者
は
、
中
川
遭
難
対
策
委
員

長
は
じ
め
４
名
で
し
た
。

活
動
時
間
は
７
時
か
ら
１０
時
迄

で
し
た
が
、
紅
葉
時
期
な
の
で
私

が
中
道
駐
車
場
に
６
時
に
着
い
た

時
に
は
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
数
台

を
残
し
て
満
車
状
態
で
し
た
。

そ
の
後
に
到
着
し
た
グ
ル
ー
プ

で
路
肩
は
駐
車
車
両
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
、
路
上
を
歩
く
登
山
者
が

危
険
な
状
況
で
し
た
。

活
動
内
容
は
、
安
全
登
山
の
パ

ン
フ
レ
ツ
ト
の
配
布
と
登
山
届
の

提
出
確
認
を
し
て
、
未
提
出
の
グ

ル
ー
プ
に
は
用
紙
に
記
入
し
て
も

ら
い
、
装
備
の

（雨
具
、
食
料
、

飲
料
、
地
図
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
等
）

確
認
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
に
な

っ
た
の
で
登

山
者
は
連
な
っ
て
受
付
に
集
ま
り
、

登
山
届
を
記
載
し
て
も
ら
う
の
も

大
変
な
状
況
で
し
た
。

活
動
の
参
加
で
感
じ
た
こ
と
は
、

登
山
届
を
事
前
に
作
成
し
て
く
る

グ
ル
ー
プ
は
殆
ん
ど
な
く
、
登
山

口
で
の
用
紙
記
載
時
に
ル
ー
ト
を

考
え
る
グ
ル
ー
プ
が
多
か

っ
た
こ

と
で
し
た
。
装
備
で
は
食
料
、
飲

料
は
持

っ
て
い
る
が
雨
具
、
地
図
、

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
を
持
参
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
は
非
常
に
少
な
か

っ
た

印
象
で
す
。

登
山
届
を
事
前
に
作
成
し
て
、

必
要
な
装
備
を
持
参
す
る
グ
ル
ー

プ
が
増
え
る
ま
で
、
こ
の
活
動
を

続
け
る
必
要
を
強
く
感
じ
ま
し

た
。

安
全
登
山
を
呼
び
か
け
る
′

コ
ロ
ナ
禍

で
低

山

の
事
故

急
増

′

理
賣

北

村

憲

彦

７９
件
事
故
、
鈴
鹿
山
系
で
は
３‐

人
の
遭
難
者

（愛
知
７
、
二
重

７
、
滋
賀
７
、
岐
阜
５
、
京
都

４
、
大
阪
１
）
で
あ
り
、
死
亡

者

・
行
方
不
明
４
人

（霊
山
で

滝
壺
に
滑
落
を
含
む
）
、
負
傷

者
１４
人
、
無
事
故
助
１３
人

（半

数
以
上
は
道
迷
い
）
で
あ

っ
た
。

各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
は

道
の
駅
、
観
光
協
会
、
観
光
課

で
行
政
の
予
算
で
行
っ
て
い
る
。

（自
然
保
護
）
自
然
観
察
会
に
つ

い
て
、
令
和
２
年
度
は
新
型

コ

ロ
ナ
や
天
気
の
影
響
で
、
実
施

回
数
減
。
今
年
度
、
５
月
の
霊

仙
山
で
は
、
鹿
害
の
被
害
状
況

を
確
認
し
た
。

〔二
重
県
〕
令
和
２
年
度
山
岳
遭

難
発
生
状
況
６６
件
、
遭
難
者
数

７９
人

公
二
重
３７
人
、
愛
知
２３
人
、

そ
の
他
１９
人
）
、
死
者
５
人
、

行
方
不
明
２
人
、
負
傷
者
３６
人

で
あ
り
、
態
様
別
で
は
道
迷

い

３３
人

（
４‐

．
８
％
）
、
滑
落

転
落
２７
人

（３４
　
２
％
）
、
転
倒

１０
人

（
１２
　
７
％
）
が
多
か

っ

た
。
こ
れ
ら
７９
件
中
、
鈴
鹿
山

系
で
は
４８
件

（全
体
の
７２
　
７

％
）
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
三
重
県
山
岳
　
ス
ポ

ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
連
盟

で

は
、
遭
難
対
策
と
し
て
行
政
と

合
同
で
三
重
県
下
の
登
山
ポ
ス

ト
調
査
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
施

し
、
県
下
主
要
登
山
道
の
ポ
ス

ト
設
置
状
況
、
実
態

の
調
査

し
、
市
町

へ
の
報
告
改
善
を
要

望
し
た
。
近
々
、
Ｗ

ｅ
ｂ
で

一

般
公
開
の
予
定
。

自
然
保
護
と
し
て
は
、
自
然

保
護
月
間
を
決
め
て
、
各
所
属

団
体

へ
の
清
掃
登
山
実
施
を
依

頼
し
、
‐２
月
に
委
員
会
主
催

で
、
清
掃
と
自
然
観
察
登
山
を

実
施
予
定
し
て
い
る
。

他
府
県
か
ら
は
特
に
鈴
鹿
山

系
に
お
け
る
報
告
事
項
は
な
か

っ
た
。

２
　
そ
の
他
の
議
題
や
提
案

以
下
の
よ
う
な
鈴
鹿
山
系
を
含

む
登
山
情
報
や
課
題
な
ど
が
議
論

さ
れ
、
活
発
に
意
見
交
換
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
審
議

決
議
事
項
は
な
か
っ
た
。
以
下
は

意
見

（順
不
同
）
で
あ
る
。

①
　
狭
い
駐
車
場
を
早
い
も
の
勝

ち
で
の
使
用
に
な
る
た
め
、
登

山
者
の
入
山
時
間
が
早
く
な

っ

て
い
る
。
安
全
登
山
の
観
点
か

ら
は
良

い
が
、
駐
車
場
が
少
な

い
場
合
に
は
ア
ク
セ
ス
問
題
な

ど
が
心
配
さ
れ
る
。

②
　
令
和
元
年
の
道
難
件
数
は
、

統
計
を
取
り
始
め
て
か
ら
最
多

件
数
　
人
数
と
な

っ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
長
野
、
岐
阜

な
ど
の
高
い
山
岳
で
の
宿
泊
を

伴
う
登
山
が
行
い
に
く
い
こ
と

も
あ
り
、
近
く
て
日
帰
り
で
き

第
１０
回
鈴
鹿
山
系
連
絡
協
議
会

が
、
昨
年
Ｈ
月
１６
日
に
三
重
県
菰

野
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
滋
賀

県
４
人
、
大
阪
１
人
、
奈
良
県
１

人
、
岐
阜
県
３
人
、
二
重
県
８
人

（う
ち
１
人
は
行
政
か
ら
）
お
よ

び
愛
知
県
か
ら
は
２
人

の
理
事

（遭
難
対
策
委
員
会
の
中
川
氏
、

自
然
保
護
委
員
会
の
栗
木
氏
）
が

出
席
し
た
。

議
題
と
し
て
は
１
　
鈴
鹿
山
系

に
お
け
る
各
府
県
連
盟
の
活
動
報

告
、
２
　
そ
の
他
の
議
題
や
提
案

で
あ
り
、
本
協
議
会
が
鈴
鹿
山
系

に
関
す
る
遭
難
状
況
や
遭
難
対

策
、
自
然
保
護
に
関
す
る
２
テ
ー

マ
で
意
見
交
換
を
す
る
た
め
に
、

二
重
県

・
滋
賀
県
を
は
じ
め
と
す

る
近
畿
各
県
と
鈴
鹿
に
隣
接
す
る

岐
阜
県
、
愛
知
県
か
ら
毎
年
秋
に

集
ま

っ
て
い
る
。

１
　
鈴
鹿
山
系
に
お
け
る
各
府
県

山
岳
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
連
盟

（ま
た
は
山
岳
連
盟
）

の
活
動
報
告

〔滋
賀
県
〕
昨
年
Ｈ
月
６
日
の
啓

発
活
動
に
１８
人
参
加
し
、
１
５

０
人
弱
の
登
山
者
に
啓
発
グ
ッ

ズ
な
ど
を
配
布
、
滋
賀
県
内

（比
良
山
系
と
鈴
鹿
山
系
）
で
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る
鈴
鹿
な
ど
の
低
山
に
登
山
人

流
が
増
え
た
と
推
測
さ
れ
る
。

③
　
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど

も
増
え
て
お
り
、
た
と
え
ば
２４

時
間
以
内
に
ど
れ
だ
け
移
動
で

き
る
か
を
こ
だ
わ

っ
て
、
花
中

の
行
動
を
し
て
い
る
方
が
鈴
鹿

や
比
良
山
系
で
も
見
ら
れ
る
。

今
年
１０
月
に

「
レ
イ
ク
ビ
ワ
ー

０
０
」
の
レ
ー
ス
が
朝
明
渓
谷

９
時
ス
タ
ー
ト
で
鈴
鹿
山
系
の

中
南
部
を
縦
走
し
た
後
、
翌
日

に
比
良
レ
ー
ク
ハ
ウ
ス
を
目
指

す
大
会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

以
前
に
令
和
元
年
６
月
、
藤
原

岳
付
近
で
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン

グ
中
に
滑
落
し
、
死
亡
し
た
事

案
も
起
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
、
軽

装
備
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
リ

ス
ク
が
高
い
こ
と
が
十
分
に
認

識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
心
配

さ
れ
る
。

①

　
登
山
口
近
く

の
養
豚
場

で

は
、
現
在
で
も
豚
コ
レ
ラ
が
散

発
的
に
発
生
し
て
い
る
た
め
、

油
断
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
。

⑤
　
携
帯
ト
イ
レ
の
利
用
が
伊
吹

山
で
試
さ
れ
て
い
る
が
、
処
理

問
題
の
た
め
に
十
分
に
は
普
及

し
て
い
な
い
。
今
後
、
ど
の
よ

う
に
し
て
普
及
し
て
い
け
ば
よ

い
か
検
討
が
必
要
。

⑥
　
自
然
保
護
啓
発
に

つ
い
て

も
、
各
県
で

一
般
登
山
者
に
対

し
て
の
自
然
保
護
に
関
す
る
啓

発
活
動
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い

る
か
意
見
交
換
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｍ
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厳
冬
の
戸
隠

。
本
院
岳

ダ
イ
レ
ク
ト
尾
根
で

雪
崩
に
遭
遇

副
理
事
長
岩
瀬

幹

生

１
９
８
０
年
の
厳
冬
期
、
戸
隠

本
院
岳
の
ダ
イ
レ
ク
ト
尾
根
で
の

出
来
事
だ

っ
た
。

山
に
入

っ
て
か
ら
、
す
で
に
５

日
目
。
昨
日
か
ら
大
荒
れ
の
天
気

に
変
わ

っ
た
。
視
界
が
利
か
な
く

な
り
、
ル
ー
ト
取
り
も
難
し
く
な

っ
て
き
た
。
ま
た
、　
一
晩
で
ｌ

ｍ

以
上
の
積
雪
が
あ
り
、
夜
の
無
線

交
信
で
は

「
こ
れ
か
ら
天
気
が
回

復
す
る
見
込
み
は
少
な
い
」
と
い

う
連
絡
が
入
る
。
食
料
も
、
も
う

す
ぐ
底
を

つ
き
そ
う
だ
。
「
ち
ょ

っ
と
、
や
ば
い
な
…
明
日
撤
退
し

よ
う
」
翌
日
か
ら
撤
退
が
始
ま

っ
た
。

１
本
の
ロ
ー
プ
を
３
人
で
結
び
あ

つ
て
、
コ
ン
テ
で
少
し
急
な
雪
面

を
横
切

っ
て
い
る
時
だ

っ
た
。
鈍

い
地
鳴
り
と
共
に
、
大
地
が
揺
れ

動

い
た
。
そ
の
瞬
間
、
雪
煙
が
舞

い
上
が
り
、
私
た
ち
は
雪
崩
に
飲

み
込
ま
れ
て
し
ま

っ
た
。
身
体
は

雪
面
に
た
た
き

つ
け
ら
れ
、
も
み

□

く
ち
ゃ
に
さ
れ
た
。
な
に
が
何
だ

か
わ
か
ら
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
も

が
き
続
け
て
い
た
ら
、
自
分
は
上

半
身
が
運
良
く
雪
の
上
に
ポ
ツ
ネ

ン
と
出
る
こ
と
が
で
き
た
。
周
り

を
見
渡
す
が
、
パ
ー
ト
ナ
１
２
人

の
姿
や
ザ
ッ
ク
な
ど
は
見
当
た
ら

ず
、
し
ば
し
呆
然
と
し
て
し
ま

ｎヽ′。「雪
崩
を
く
ら
つ
ち
や
つ
た
…
」

「
Ｋ
く
ん
、
０
さ
ん
、
大
丈
夫
か
―
」

大
声
で
何
度
も
叫
ん
で
み
る
が
、

返
事
は
な
い
。

い
っ
と
き
が
経
ち
、
少
し
冷
静

に
な

っ
て
き
た
の
で
、
埋
ま

っ
て

い
る
自
分
の
下
半
身
を
ゴ
ソ
ゴ
ソ

掘
り
出
し
て
い
た
ら
、
私
た
ち
は
、

お
互
い
に
ロ
ー
プ
で
結
び
合

っ
て

い
る
こ
と
に
、
は

っ
と
気
が
つ
い

た
。
急
い
で
ロ
ー
プ
を
た
ぐ
り
寄

せ
、
雪
に
ズ

ッ
ポ
リ
埋
ま

っ
た
Ｋ

く
ん
、
０
さ
ん
を
掘
り
出
し
、
助

け
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

２
人
と
も
無
傷
だ

っ
た
事
に
、

ホ

ッ
と
胸
を
な
で
下
ろ
し
た
。

「俺
た
ち
は
、
助
か

っ
た
ん
だ
―
」

山
で
九
死
に

一
生
を
得
た
、
若
き

頃
の
ほ
ろ
苦
い
体
験
で
し
た
。

（蒲
郡
山
の
会

・
代
表
）

建設業許可を取りたい、日本国籍を取得したい (帰

化)、 遺言を公正証書で作成したい、戸籍膳本や除

籍謄本を代行取得して欲しい、任意成年後見の相談

をしたい、会計記帳を頼みたい等々
のプロショップじゼ儒虎

=し

ず需潔蛇5
嬰礫す
ぎ

ひゞ`♂

′

嘉斎
〒448-0825
刈谷市神明町6408
TEL 0566(23)8611
定休日/火曜日
営業時間/10:00～ 2000

〒460-0002 名古屋市中区丸の内 3丁目21番21号
御蔵 女屋大通駅から2分の 丸の内東桜 ビル1004号室

TEL:090-4857-9130
URL:http://www nygs‐ orice cOm/
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イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
未
踏
峰
ヘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
′

日
本
山
岳
会
東
海
支
部
　
巨
生
　
　
　
一　
　
日
力

私
の
こ
の
１０
年
間
は
、
日
本
山

岳
会
東
海
支
部
が
掲
げ
る
中
高

年
　
海
外
遠
征
を
第

一
目
標
と
し

て
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
２
０

１
０
年
に
イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
６

０
０
０

ｍ
級
の
未
踏
峰
登
山
計
画

を
先
達
の
鈴
木
常
夫
先
輩
か
ら
引

き
継
ぎ
、
２
０
１
１
年
の
８
月
に

は
、
第
Ｈ
次
イ
ン
ド
と
マ
ラ
ヤ
隊

５
人
全
員
が
頂
上
を
踏
み
ま
し
た
。

こ
の
頃
は
、
全
国
の
各
山
岳
会

で
も
多
く
の
二
日
取

っ
た
杵
柄
組
ク

の
登
山
隊
が
イ
ン
ド
の
山
を
目
指

し
ま
し
た
が
成
功
の
確
率
は
な
ぜ

か
低
く
、
隊
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

進
め
る
う
ち
に
、
我
が
東
海
支
部

の
海
外
登
山
経
験
に
基
づ
く
ノ
ウ

ハ
ウ
の
実
践
に
よ
り
、
成
功
に
つ

な
が
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
先

達
か
ら
引
き
継
が
れ
る
伝
統
の
力

が
″
安
全
登
山
ク
の
継
続
に
な

っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

登
山
を
行
う
第

一
歩
は
地
図
を

見
る
こ
と
で
す
。
未
知
の
山
を
探

る
た
め
に
は
Ｏ
ｏ
ｏ
性
の
　
〓
”
も
を

見
る
こ
と
が
出
来
る
現
在
で
も
、

未
だ
イ
ン
ド
は
山
岳
地
図
を
公
開

し
て
い
ま
せ
ん
。
中
国
や
パ
キ
ス

タ
ン
と
の
戦
争
を
行
な

っ
て
い
る

た
め
で
す
。

幸

い
な
こ
と
に
、
沖
　
允
人
先

輩

（Ｊ
Ａ
Ｃ
、
中
京
山
岳
会
）
を

は
じ
め
諸
先
輩
が
長
年
苦
労
し
て

入
手
し
た
未
公
開
地
図
や
、
西

欧
　
ロ
シ
ア
の
地
図
を
も
と
に
偵

察
山
行
と
称
し
て
前
年
に
現
地
調

査
を
行
い
、
次
年
度
に
本
登
山
を

行
う
と

い
っ
た
ス
タ
イ
ル
を
継
続

し
て
き
ま
し
た
。

私
が
初
め
て
参
加
し
た
第
Ｈ
次

登
山
隊
は
、
登
頂
し
た
山
の
名
前

を
ｏ
ｒ
ｏ
日
８
ｏ

（
チ

ェ
マ
峰
）
、

２
０
１
４
年
の
第
１
２
次
の
山
は

ヽ
く
，
”
∽
江

（ピ
ア
ク
シ
ー
峰
）
、

２
０
１
８
年

の
第

１３
次

の
山
は

↓
”
∽
口
一
”
”
●
”
（タ
シ
　
ラ
ン
に
し

と
現
地
の
言
葉
で
命
名
し
ま
し
た
。

イ

ン

ド

ヒ

マ

ラ

ヤ

の

未

踏

峰

（
６

，

０

６

０

ｍ
）

令和 3年度 冬 山入 山状況 2021 1214現 在

▲北アルプス方面

(No)  (所 属団体名 )
1 チ ー ム 猫 屋
2 豊 橋 山 岳

敷

会

Ａ

(登 山期 間)     (登  山 ル ー ト)     (リ ーダー)  (人 数)
12/29～ 1/1  新穂高～檜平～中1組根～檜,岳～中峙尾卜 13‐平～新穂高  田 ホ寸  真 人   3名
12/30～  1/4  槍平～槍ケ岳～樅〃(Im‐―笠ケ岳～クリヤ谷ド山  本 オ1    崇   3名
12/25～ 12/30 槍 ケ 岳 ～ 奥 穂 高 ― 西 穂 高  福 島  弓 子  3名3   G

▲南アルプス方面

1  豊 田 山 岳 会
2 デ ン ソー 山 岳 部
3  岡 崎 山 岳 会
4 名 古 屋 山 岳
5  豊 川 山 岳

ム
バ
　
〈
ム

12/25～ 12/27  南御室小屋～観音岳～地蔵岳～南彿室小屋  磯 部    誠
12/28～ 12730 黒戸尾根～甲斐駒 ケ岳～黒戸尾根  鈴 木  芳 則
12/30～ 1/2 あるき沢橋～池山御池小屋～北岳  窪 田  大 地
12/30-1/2 北 沢 峠 ～ 仙 丈 岳 、甲 斐 駒 ケ岳  粂 野   忍
12/28～ 12/30 南御室小屋～薬師岳～南御室小屋  河 合  芳 尚

10名

2名

3名

5名

6名

▲八ヶ岳方面

l JAC東 海 支 部

2  トヨタ自動車山岳部
3 や ま び こ 山 想 会
4 豊 橋 山 岳 会

▲その他方面

1  豊
2

◎注意事項

1 計画書は必ず、家族 緊急連絡先へ提出する。2 入  み抜き滑落には、充分に注意する。8 悪天候でヘリが飛
山までメンバーの体調管理には十分気をつける。3 予備  べない日が続くことが有るので認識の決断を早めに対応す
日と非常食は必ず準備する。 4 現状メンバーの技術に沿  る～事故になったらセルフレスキュー (他パーテイヘの、
った計画とする。 5 各隊の救助体制を決めておく。 6 救助要請)9 所属山岳会への連絡 (警察への救助要請確
山行中は、自分の現在地を見失わない。7 雪崩 雪庇踏  認)10 岳連への報告 救助依頼→遭難事故報告書。

12/25～ 12/26  市沢～行者小屋ヽ 71i鉱泉～硫貴■～赤岳鉱泉～北沢  栗 木   洋 明
12/29～ 12/31  黒百合ヒュッテ～自駒池往復 天狗岳往復  田 邊  康 浩
1/2-1/3 登 山 口 ⇔ 編 笠 山 ⇔ 権 現 岳  宮 森  千 治
12/29-12/30  二俣―広・Il原沢3ルンゼー阿弥陀岳―中央稜  浦 川1  陽 子

名

名

名

名

橋 山 岳 会  12/28-12/29 御殿場 L太 郎坊 -7合 目―剣ケ峰  小 松  義 直  1名
ク      12/31～ 171 天神平駅―トマの耳 オキノ耳―天神平駅  鈴 木  克 巳  10名
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救助要請の方法 扁書悪屁露警喜ないときは?!周年
1.状 況確認 ●応急手当

②遭難者の人数と容体 事故発生時間.場所 天候など、現在の
状況。

0遭難者の氏名・生年月日`連絡先などの個人情報。
※救助要請を代行する方は、必ずメモをとつてください。

● 携帯電話等、使用できれば直接 110番。もしくは最寄りの

山小屋から警察へ通報。

② 救助隊との合流場所、連絡方法などの確認。
※必ず「ハヶ岳の○○へ救助要請」と通報してください。
※救助要請代行者は必ずメモを持参してくださしヽ。
※警察通報後でなければ、救助活動に移れません。

※早急な救助活動には、山小屋従業員を含む民間の救助隊や、
ヘリコプターの協力が必要となります。その際にかかる費

用は遭難者の負担となります。

※一般登山者の救助協力は、個人の安全を優先してください。

※ご不明な点は、

長野県諏訪地区山岳遭難防止対策協会事務局 茅野市役所商業観光課 TEL 0266-72-2101
または茅野警察署地域課 TEL 0266-82-0110までご連絡ください。
X山岳保険への加入をおすすめします。

2.警察へ通報

3.救 助活動

llつも缶 ている山でも0・ 0

繊帥 癬

“
1誰にも行き先を告げず、一人で入山する。
壼ILしても捜せない。
緊急時、救助を要請できず 死に葉がる恐れもある。

1道に迷つて動き回る、沢を下る。
焦つて行動して斜面で着落したり、
産や滝の上に出て転落する。

1ヘッドランプや防寒着、食料など

非常装備を持たないで入山する。
秋冬Iよ日が短く、暗くなると身動きが出来ない。

朝晩1ま気温が低く、防寒着や食料力唸 いと体温がlE下して、
死に黎がる恐れがある。

[家族に行き先を告げる。複数名で入山する。
遭難した場合、行き発を手掛かりこ掟素できる。
緊急時、仲間が赦助を要請できる。

1携帯電話を持つて入山する。道に迷つたら

来た道を戻る。
道が分からない場合は、携帯電話の通じる見晴らしの良い所で
救動を要請する。

Lヘッドランプや防寒着、非常装備を持つて

入山する。
遭難してもツェルトや防寒着、食メ1があれば体温低下を防ぐことが
出来る。

■■
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